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「子や孫世代と

共に栄える⼤館」

の実現ロードマップ

情報発信・対話

まちに恩返し

⼤館の課題を解決

子や孫世代を⼤館へ

子や孫世代と共に栄える

「一人の百歩より、全住民の一歩」

で政策推進。



有事の際は現場へ有事の際は現場へ

有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

・⼆度の災害対策本部立ち上げ

・市長は現場に⾏って何をするのか

・⼆度の災害対策本部立ち上げ

・市長は現場に⾏って何をするのか



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

二度の災害対策本部立ち上げ

有事の際はスピードが命！

本部では、情報収集とスピード重視の情報発信を指示。

（就任来2度）



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

市長は現場に行って何をするのか

優先順位/予算/情報発信

(現場で状況を確認し、現場からの発信で市民の安心へ)



まちづくりは対話まちづくりは対話

有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

・オンラインの発信と対話

・リアルの対話

・高校⽣との対話

・オンラインの発信と対話

・リアルの対話

・高校⽣との対話



出典：YouTube（各画像内に記載のチャンネルより引用）

※引用の範囲で使用

有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ



各SNS累計閲覧数1000万回突破！各SNS累計閲覧数1000万回突破！
※市長就任前後からの累計

有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ｜市長の発信



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ｜市役所の発信

登録者1万人越え登録者1万人越え



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

市民発信型メディアで課題と魅力を発信
市長の発信・市役所の発信（LINE）・市民向けの地元紙もある…

市民が全国・全世界へと発信する場も必要。
クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ｜市民発信



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

市長と話そう

集落支援員の導入、子育て支援策のあり方（待機児童ゼロプロジェクト）

クマ対策、公共施設・交通の再編案、住民参加型インフラ整備
など…



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

市長と話そう→集落支援員導入

数年前、町内会が解散するという衝撃的なニュースが流れた。

地域の声を起点に、課題も魅力も掘り起こし、大館のコミュニティを、次の世代へつなぐ。



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

市長と話そう→待機児童ゼロプロジェクト

「無償化」より「質の高い子育て」という意見を対話により得られた。

閉鎖したへき地保育所の保育士を民間に派遣し、通年待機児童ゼロやきょうだい別々の園になっ

ている親世代の負担軽減、子育て環境の充実化を目指す。



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

高校生×大館市長
公開！大館ミライ討論会

大館駅会議室の利活用、高校生が考えた顔はめパネル、

青春ピッチ
など…





企業誘致戦略の転換へ企業誘致戦略の転換へ

有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

・若者と地元企業との対話から⾒えたもの

・雇⽤増から職種増へ

・スタートアップピッチとその後

・若者と地元企業との対話から⾒えたもの

・雇⽤増から職種増へ

・スタートアップピッチとその後

クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

若者と地元企業との対話から見えたもの

若者は「仕事がない」、地元企業は「人手不足」…



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

職種を増やすための戦略
地方進出したいスタートアップとの対話の場「市長直談判スタートアップピッチ」

を開催し、進出を伴走支援（予算約6万円）
クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

株式会社Rehab
for
JAPAN

リハビリ専門職とオンラインで会話しながら取り組む集団リハビリ・体操を通して、

AIが動きを分析し身体機能の改善・介護予防を支援する保険外サービス。

クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews





有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ
クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews

KUROFUNE株式会社

特定技能外国人材の法定・定着支援アプリを展開するスタートアップ



空き家を活用した外国人労働者の生活支援

や、トラックドライバーの養成合宿を行う



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

株式会社8bitNews
スタートアップピッチの取材を契機に、市民発信型メディアとして大館市に拠点開設。

メディア業界で働くことを希望していた地元の若者を正社員として雇用。



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

職種が増え、雇用も生まれた クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews





有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

指でキッカケをつくり、足で稼ぎ結果を出す。

クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews



職種が増え、雇用も少しずつ生ま

れてきたが、支援策はまだまだ…

移住政策の転換も必要！

職種が増え、雇用も少しずつ生ま

れてきたが、支援策はまだまだ…

移住政策の転換も必要！

（スタートアップピッチの予算は約6万円）（スタートアップピッチの予算は約6万円）

有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews



思いから仕組みへ思いから仕組みへ

有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

・スタートアップに対するメリットが薄い …
・地域おこし協⼒隊が定着しない …
・地域おこし協⼒隊をもっと採⽤したいがマネジメントが …
・移住者向けの職種が少ない …
・地元の若者の選択肢も少ない …

・スタートアップに対するメリットが薄い …
・地域おこし協⼒隊が定着しない …
・地域おこし協⼒隊をもっと採⽤したいがマネジメントが …
・移住者向けの職種が少ない …
・地元の若者の選択肢も少ない …

クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

地域活性化起業人として白幡氏を起用

移住して起業や事業承継を行う人材を地域おこし協力隊として受け入れるための

制度設計や失敗した場合の地元の受け皿づくりを目指す。

※国の制度を活用し、一般

財源を極力使わない仕組み



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

大館ベンチャーラボ・レガシーラボ募集開始！

移住・定住者増、起業による職種増、事業承継支援を行う。

ベッドタウン型の政策が向かない大館市にとって、仕事づくりと移住を同時に行う重要政策。

※国の制度を活用し、一般

財源を極力使わない仕組み





外から来る人には手厚いが…

地元の頑張ってる人ももっと応援したい！

外から来る人には手厚いが…

地元の頑張ってる人ももっと応援したい！

（総務省の制度は地元向けのものは少ない）（総務省の制度は地元向けのものは少ない）

有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews



地元のやる気を支援せよ！地元のやる気を支援せよ！

有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

・ふるさと納税なら財源確保と地元企業支援の両立が可能

・ふるさと納税 3 . 0へ辿り着いた理由
・ふるさと納税なら財源確保と地元企業支援の両立が可能

・ふるさと納税 3 . 0へ辿り着いた理由

〜ふるさと納税3 . 0への道のり〜〜ふるさと納税3 . 0への道のり〜

クレジット/撮影：堀
潤
8bitNews



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

ふるさと納税制度の使い方

ふるさと納税は財源の性質上、投資的な経費に使うことが望ましい。

つまり、制度設計のやり方によっては財源確保と地元企業支援の両立が可能。



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

ふるさと納税3.0へ辿り着いた理由

ふるさと納税寄付額ランキング上位のほとんどが農畜産物や海産物に恵まれていたが、

泉佐野市だけはそうではなかった。そのヒントを探るため、千代松市長のもとへ。



①ふるさと納税型クラファンで

プロジェクト資金を募る

#ふるさと納税3.0 ②集まった資金に応じて

1 0 / 1 0 補助・金額上限無制限の支援

35億円補助

クラフトビール工場事例

※今年度、他市事例を参考に制度設計を予定

※制度を活用し、一般

財源を極力使わない仕組み
有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ



まちの風潮や文化をつくるまちの風潮や文化をつくる

有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

・キーワードは「なんとなく」

・東京は「⾃分のため」、⽥舎は「誰かのため」

・キーワードは「なんとなく」

・東京は「⾃分のため」、⽥舎は「誰かのため」



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

婚姻率県内2位



有事はトップダウン/まちづくりはボトムアップ

移住者数過去最多
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